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第２期ノミネートメンバー決定第２期ノミネートメンバー決定
経済同友会は、2019年４月より、組織改革の一環として若手ビジネスリーダーの参加促進に
向けた「ノミネートメンバー制度」を実施している。今般、2020年度若手経営者参加促進委
員会（車谷暢昭委員長）における選考を経て、第２期ノミネートメンバー５人が決定した。
また、2020年度末をもって２年間の活動期間を終了した第１期ノミネートメンバーの６人は、
本年度より新たに正会員として入会し、活動を開始した。

ノミネートメンバーを通じて、これま
で経済同友会に馴染みの薄かった若手
経営者や起業家層に本会の活動が広く
伝わり、新たな会員として活動に呼び
込む起爆剤となっていただくことを期
待している。
確実な将来や明確な方向性が見えな
い厳しい時代の中で、社会課題の解決
に向けて新しいビジネスモデルを構築

「ノミネートメンバー制度」は、若手
経営者や起業家の参加促進策として、
2019年度より実施している。経済同友
会の理念に共感し、本会の価値向上に
向けて共に活動していただける個人を
ノミネートし、正会員とは別の枠組み
で参加を依頼するものだ。
時代を先取りした革新的な視点や感
性を、経済同友会に取り込むとともに、

し、志を持って活躍している新進気鋭
の若手経営者・ベンチャー企業創業者
５人を、第２期ノミネートメンバーに
迎えることとした。
今後、2021年度から２年度にわたり、
本人の得意分野・関心分野に応じて委
員会の副委員長を務め、政策提言や実
践活動などを正会員と共に活動してい
く。

伊藤 豊（43歳）
スローガン
取締役社長

2005年10月スローガンを設立。新し
い産業・事業が創出され続ける社会を
つくることをミッションとして、ス
タートアップやベンチャーでの人材支
援を中心とする各種サービスを提供。

本間 真彦（46歳）
インキュベイトファンド
代表パートナー
2010年５月インキュベイトファンド
を設立。創業期のスタートアップに競
争力を有した独立系ベンチャーキャ
ピタル。シリコンバレー・インド・東南
アジアの海外ファンドの統括も行う。

倉橋 隆文（38歳）
SmartHR
取締役・COO（最高執行責任者）
2008年マッキンゼー＆カンパニー、12
年楽天(現・楽天グループ)海外子会社社
長を経て、17年SmartHR（13年1月設
立）入社、18年1月より現職。クラウド人
事労務ソフトの企画開発・運営販売。

山野 智久（38歳）
アソビュー
代表取締役CEO
2011年３月アソビューを設立。レ
ジャー×DXをテーマとした体験型レ
ジャー予約サイトサービスを運営。観
光庁アドバイザリーボードなど中央
省庁・自治体の各種委員を歴任。

平野 未来（37歳）
シナモン
取締役社長CEO
2012年シンガポールにてシナモン創業、16年10
月日本法人シナモン設立。人工知能コンサルティン
グ・プロダクトを提供。ベトナム、台湾に人工知能ラ
ボを持つ。20年より内閣官房IT戦略室本部員、21年
より内閣府経済財政諮問会議専門委員に就任。

第２期
ノミネートメンバー

活動期間 
2021年６月
～2023年３月末まで

（年齢は2021年6月18日時点）
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2019年４月に就任した第１期ノミネー
トメンバー６人は、各々が政策委員会
副委員長として活躍したほか、「ラウン
ドテーブル」「未来を探る円卓会議」「未来
選択会議オープンフォーラム」「ASEAN
経営者会議」などにモデレーターやパ
ネリストとして登壇した。2020年度末
に２年間のノミネートメンバー期間を
終了し、2021年度より正会員として活
動を開始した。

第１期ノミネートメンバー
※カッコ内は政策委員会副委員長としての活動歴

秋好　陽介	 ランサーズ  取締役社長CEO
 （2019年度規制・制度改革委員会、2020年度観光再生戦略委員会）
伊佐山　元	 WiL 共同創業者兼CEO
 （2019年度教育問題委員会、2020年度教育改革委員会）
出雲　　充	 ユーグレナ　取締役社長
 （2019年度アジア委員会、2020年度環境・資源エネルギー委員会）
大山　晃弘　アイリスオーヤマ  取締役社長
  （2019年度・2020年度負担増世代が考える社会保障改革委員会、
　　　　　　  2020年度グローバル競争下の人材戦略と労働市場改革委員会）
佐々木紀彦	 NewsPicks Studios　取締役
 （2019年度・2020年度政治改革委員会、2020年度日本の明日を考える研究会）
辻　　庸介 マネーフォワード　取締役社長CEO
  （2019年度デジタルエコノミー委員会、
　　　　　　  2020年度科学技術・イノベーション委員会）

2019年４月17日に行った第１期メンバー発表記者会見
メンバーは右から、辻庸介氏、佐々木紀彦氏、秋好陽介氏

ノミネートメンバーによる第１回講演会には辻庸介氏が登壇
（2020年７月８日開催）

【１】	経済同友会の正規活動の一部に参加

（１）個々人の得意な分野での活動
　①政策委員会「副委員長」としての活動
　②その他、希望により政策委員会の「委員」としても活動

（２）全会員対象の会合への参加活動
　①通常総会懇談会
　②会員セミナー
　③新年会員懇談会・会員懇談会
　④フォーラム・シンポジウムなど ※企画趣旨により登壇
　⑤海外ミッション ※派遣趣旨により参加

【２】	ノミネートメンバー限定の特別プログラム
　①代表幹事・副代表幹事等幹部を招いての懇談会
　②活動にあたってのオリエンテーションと懇談会

【３】	ノミネートメンバーとしての役割：全会員対象会合での講演活動

・全会員対象会合の場で、ご自身の社業・経営哲学・先進的なビジネスモデルなどについて講演

ノミネートメンバーの主な活動内容

第１期ノミネートメンバーの活躍


